




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































松風 （3 （6 （4 （3 5 5 4 5 4 3 4 5 3（ 34 3（ 33 
薄雲 14 14 16 13 79 76 78 77 1 4 1 94 94 94 91 
朝顔 56 55 （（ 57 3 （8 1 （ （ （ 3 58 60 53 60 
少女 1 （ 1 1 8（ 8（ 84 83 1 4 1 15 14 15 15 99 10（ 101 99 
玉鬘 40 36 37 38 （ 1 1 （ 1 （ 41 40 38 41 
初音 18 19 18 19 1 1 1 1 1 1 （0 （0 （0 （0 
胡蝶 40 40 39 39 1 1 6 6 6 6 46 47 46 45 
蛍 34 33 35 （9 1 1 5 1 1 1 1 36 35 36 35 
常夏 （4 （0 （（ （（ 4 1 4 （ 4 4 （8 （6 （6 （7 
篝火 5 4 5 5 1 5 5 5 5 
野分 1（ 9 1（ 10 （ 1 （ （ （ （ 14 13 14 13 
行幸 44 37 46 40 （ 10 5 4 4 4 4 50 51 50 49 
藤袴 1 1 1 （5 （4 （5 （4 1 1 6 6 6 6 33 30 33 31 
真木柱 1 1 1 1 64 71 65 69 6 1 4 （ （3 （（ （4 （1 94 95 94 93 
梅枝 1 （8 （7 （3 （7 1 5 1 8 8 7 8 36 37 35 36 
藤裏葉 1 1 44 38 41 43 6 3 7 5 7 7 51 50 51 51 
若菜上 5 5 5 5 175 171 176 176 8 1 1 （3 （3 （3 （3 （03 （07 （05 （05 
若菜下 4 6 4 4 185 180 18（ 18（ （ 5 （ 3 14 11 14 13 （05 （0（ （0（ （0（ 
柏木 1 1 1 1 80 79 79 78 7 9 7 7 8 8 8 8 96 97 95 94 
横笛 （5 19 （5 （5 3 5 7 5 5 30 （9 30 30 
鈴虫 （0 7 （（ （0 3 （0 1 4 1 1 1 1 （4 （8 （4 （5 
夕霧 1 （ 161 160 148 163 5 9 8 6 30 （6 3（ 30 196 195 190 199 
御法 1 （ 1 5（ 55 53 53 3 （ 1 3 1 4 4 59 58 59 59 
幻 1 1 1 44 43 47 4（ （ 7 1 （ 5 1 5 5 1 5（ 5（ 54 50 
匂宮 （1 （1 （1 （1 4 3 4 4 （5 （4 （5 （5 
紅梅 15 （0 15 15 5 4 5 3 （ 3 3 （3 （（ （（ （3 
竹河 1 1 75 74 78 69 4 （ 1 5 7 7 6 6 86 84 85 81 
橋姫 3 3 3 43 48 43 43 1 （ 1 8 7 8 8 55 57 54 55 
椎本 75 75 74 77 6 （0 17 （0 （0 95 98 94 97 
総角 1 1 1 1 188 184 179 191 3 16 （ 3 6（ 64 61 60 （54 （65 （43 （55 
早蕨 （ （ （ （1 （1 19 （1 1 （ 1 7 4 8 7 31 （7 （9 31 
宿木 5 （ 6 5 13（ 1（8 133 131 8 1（ 8 4（ 33 4（ 43 187 175 181 187 
東屋 1 6（ 66 65 63 9 3 9 （1 19 18 （1 9（ 88 84 93 
蜻蛉 1 1 1 94 88 95 94 4 15 3 13 11 11 13 11（ 114 107 111 
手習 1 1 （ 1 56 4（ 51 56 17 3 13 1（ 10 13 70 7（ 66 70 
夢浮橋 17 6 17 17 1（ 3 3 3 3 （0 （1 （0 （0 





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































保坂 （8 7 3 1 3 保坂 319 （0 1 19 17 
陽明 40［1］ 1 陽明
34（
［11］ 6 1 5 11 
尾州 35［4］























保坂 189（ 9 15（ 19 （5 61 保坂 （1 6 
陽明 1955［64］ 9 53 1（ 
10



























保坂 （1 51 3 保坂 91 1（ 





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































オボシメス オボス オモホス オモヒ給フ
地 会 手 心 地 会 手 心 地 会 手 心 地 会 手 心
大成 （0 19 3 1565 434 （4 135 47 （3 5 （55 74 1 43
保坂 （3 10 4 151（ 419 （4 1（9 131 53 1 10 （36 60 1 41
陽明 （4 （（［1］ 3 1517 43（ （3 13（
5（





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































大成 保坂 陽明 尾州
地 会 手 心 地 会 手 心 地 会 手 心 地 会 手 心
桐壺院 （ 1 （ （
朱雀院 6 1 6 1 6 1 6 1
冷泉帝・院 9 （ 10 （ 10 （ 10［（］
（
今上 3 1 （ 1 3 1 3 1
源氏 1 1 3 （ 1 1 1
八宮 1 1 1
匂宮 1 1 ［1］
致仕大臣（頭中将） 1
薫 （ 1 1
左近少将（常陸介の娘婿） 1
仏 1 1 1
藤壺 1 3 1 3 1 3 3
女三宮 1 1 1 1
落葉宮 1 （
明石中宮 1
女一宮（今上の子） 1 1 1
大宮（葵上の母） 1
紫上 1
大君（宇治） （ 1 （ （
中君（宇治） 1 （ ［1］
浮舟 1 1 （ （
侍女・女房 1 ［1］ 1
― 10 ―
【表４－２　オボスの動作主体】
大成 保坂 陽明 尾州
地 会 手 心 地 会 手 心 地 会 手 心 地 会 手 心
桐壺院 1 （ 1 1 
朱雀院 45 17 1 5 48 15 （ 5 45 17 （ 4 40［5］ 17 （ 
4
［1］





今上 19 13 1 16 1（ （ 17［1］ 13 （ 19 13 1 
春宮 1 （ 
院や帝 1 1 1 1 1 1 1 1 
一般論としての帝 1 1 1 
今上と明石中宮 1 1 1 1 











源氏と致仕大臣（頭中将） 3 1 3 1 3 1 ［3］ 1 
源氏と玉鬘 1 1 1 1 
桃園宮 1 1 1 ［1］
式部卿宮 10 3 1 9 4 1 1 10 4 1 5［5］ ［4］ 1 
蛍宮 11 （ 1（ （ 11 1［1］
8
［3］ （ 
蜻蛉宮 1 1 1 1 
八宮 （5 19 3 （3 19 4 （6 18 （ （5 19 3 







宮や大臣たち 3 1 1 （ 1 1 1［1］ 1 










と北の方 5 5 （ 1 
4
［1］







夕霧と雲居 1 1 1 1 
鬚黒 10 （ 11 （ 10 （ 8［4］ 1 
左大臣や左大将（不明） 1 1 1 1 
上達部たち 1 1 
柏木 1 4 4 4 1 3 1 4 
按察大納言（紅梅） 9 4 6 6 
薫 113 10 8 111 9 8 106 10 9 111［3］ 10 8 
八宮の北の方の親 1 1 1 
左近中将（玉鬘の子） 1 1 1 1 
常陸介 1 （ （ 1 
左近少将（常陸介の娘婿） 1 9 1 11 8 1 10 
中将（横川妹尼娘婿） （ 3 （ （ （ 3 （ 3 
小君 1 1 1 
従者 1 1 1 1 
人々 7 （ 7 1 7 （ 7 （ 




大成 保坂 陽明 尾州
地 会 手 心 地 会 手 心 地 会 手 心 地 会 手 心
藤壺 4 3 1 4 3 1 4 3 4 3 1 
弘徽殿女御（朱雀の母） （ 3 1 1［1］
女三宮 45 19 1 9 43 （3 1 8 41［（］ （0 1 
8 
［1］ 43 19 1 9 
女五宮（桐壺の妹） （ 1 （ 1 1 1［1］ 1 
梅壺女御・秋好中宮 16 6 13 5 17 5 14［1］ 6 
落葉宮 5（ （9 （ 4 50 30 （ 4 45 31 （ 5 51［1］ 3（ （ 4 
朝顔宮 1（ （ 11 （ 9 1 9［3］
1
［1］
朧月夜 10 1 10 1 8 1 9 ［1］ 1 
末摘花 （ 1 1［1］ ［1］
明石女御・中宮 （6 8 4 （0 8 （ （5 9 3 （6 8 4 
女一宮（今上の子） 3 （ 3 3 3 （ 3 （ 
女二宮（今上の子） 1 1 1 1 
皇族出身の女御たち 1 1 1 ［1］





承香殿女御（朱雀の女御） 1 1 1 1 
藤壺（今上の女御） （ （ （ （ 
一条御息所 16 3 4 19 （ 4 19 （ 4 17 3 4 
女御更衣たち 1 （ 1 （ 1 （ （ 
大宮（葵上の母） 15 1 1（ （ 14 1 1［13］ 1 
桃園宮の北の方
式部卿（紫の父）の北の
方 1 1 1 1 1 ［1］ ［1］
致仕大臣（頭中将）の北
の方 1 
八宮の北の方 1 1 （ 1 
鬚黒の北の方 3 （ （ 3 （ 3 ［3］ ［3］
宮の御方 3 1 3 1 3 1 3 1 
宮の君 1 1 3 （ 




















花散里 1 1 1 1 （ 1 1 1 1 ［1］ ［1］ 1 
源氏の婦人たち （ 1 （ 1 1 1 （ 1 
雲居雁 14 6 1 1 14 6 1 13 6 1 1 6［8］
4
［（］ 1 1 
六君（夕霧の子） 1 1 1 1 1 1 1 
明石上 4 （ 1 4 7 1 4 （ 1 3［1］
1
［1］ 1 
真木柱 （ （ 4 （ 5 （ （［（］
1
［1］
藤典侍 1 1 1 1 
大君と中君（宇治） （3 5 1 （ （4 4 1 （ （（ 5 1 （3 5 1 1 
大君（宇治） （8 36 1 9 （8 36 1 10 （8 36 9 31 36 1 9 
中君（宇治） 49 （6 8 5（ （（ 8 45 （7 8 4（［7］
（5
［1］ 8 
浮舟 5 33 1 4 5 （4 4 5 34 1 4 5 33 1 4 
浮舟の母 4 1 （ 1 1 3 1 3 1 
明石尼 （ （ （ （ 
空蝉 1 1 ［1］ ［1］
近江君 （ 1 （ ［（］
玉鬘の祖母（乳母が偽る） 1 1 ［1］
乳母 1 （ （ ［1］
女房たち 1 （ 1 1 
想い人 1 1 1 1 1 1 1 
芹川大将物語の女一宮 1 1 1 1 
横川僧都の妹尼 （ 3 （ （ 1 3 3 3 
― 1（ ―
【表４－３　オモホスの動作主体】
大成 保坂本 陽明 尾州
地 会 手 心 地 会 手 心 地 会 手 心 地 会 手 心
朱雀院 （ 1 （ （ 1 （ 1
冷泉帝・院 1 5 1 1
今上 1 5 1
今上と源氏 1
春宮 1 1 （







式部卿宮 1 1 1
八宮 1 1
匂宮 6 1 11 （ （ 6 1
匂宮や薫たち 1 1









鬚黒 1 （ 1 1 1








女三宮 4 （ （ 3 1 4
女五宮
秋好中宮 5 4 1 1 1
落葉宮 1 1 1 3 1 1 1
朝顔 1 （ 1
一条御息所 （ （ 1 3 3 1 （ （
末摘花 1






宮の御方 1 1 1
宮の君 （ 1 1
紫上 1 3 （ 5 （ （








真木柱 3 1 1
明石上 1 1 ［1］
大君（玉鬘の子） 1
大君（宇治） 1 7 3 1 1
中君（宇治） 4 3 3 6 4 （







大成 保坂 陽明 尾州
地 会 手 心 地 会 手 心 地 会 手 心 地 会 手 心
朱雀院 1 1 1 1 
冷泉帝 1 1 ［1］ 1 
春宮 1 
源氏 11 （ 3 10 （ 4 11 3 1（［（］ ［（］
1 
［（］
式部卿宮 1 1 1 ［1］ ］
蛍兵部卿 （ 1 （ 1 （ 1 1 1 
八宮 （ （ （ （ （ 1 （ （ （ （ （ （ 
匂宮 6 （ 3 5 3 6 （ 3 6 （ 3 
匂宮と薫 1 1 ［1］ 1 
宮や大臣たち （ （ 1［1］ （ 
故致仕大臣（葵の父） 1 1 ［1］





夕霧 （3 5 （ 19 5 （ （1 6 （ （0［3］
（
［4］ （ 
夕霧と玉鬘 1 1 1 1 
鬚黒 6 （ 4 （ 6 （ ［4］ ［（］
鬚黒と玉鬘 1 1 1 1 
柏木 5 （ （ 4 （ （ 4 ［1］ （ （ 5 （ （ 
按察（紅梅） 3 3 3 3 
致仕大臣（頭中将）の
子たち 1 1 1 ［1］
薫 48 4 （ 43 4 3 4（［（］ 4 1 48 4 （ 
薫と中君 1 1 1 1 
常陸介（浮舟の継父） 1 1 1 
左近中将（鬚黒の子） （ 1 （ （ 
左近少将（常陸の娘婿） 1 1 1 1 
人々 1 1 1 1 1 1 
横川僧都 1 1 1 1 1 1 1 1 
仏 1 1 1 1 1 ［1］
― 14 ―
【表４－４】つづき
大成 保坂 陽明 尾州
地 会 手 心 地 会 手 心 地 会 手 心 地 会 手 心
女三宮 3 （ （ （ 3 （ （ 1［1］
女二宮（今上の子） 1 1 1 1 
落葉宮 4 （ 1 1 5 （ 1 1 4 （ 1 4 1［1］ 1 （ 
秋好中宮 1 1 ［1］ 1 
明石中宮 1 1 1 （ 1 
六条御息所 （ 1 （ （ 
一条御息所 1 1 1 1 1 1 1 1 
大宮（葵の母） 1 1 1 ［1］
式部卿宮（紫の父）の
北の方 1 1 1 1 
致仕大臣（頭中将）北
の方 1 1 1 1 
八宮の北の方 1 （ 1 1 
鬚黒の北の方 5 4 5 1［4］
宮の君 1 1 1 1 1 
朧月夜 3 1 3 1 3 1 3 1 
紫上 10 4 1 8 3 1 9 （ 1 8［（］
（
［（］ 1 
紫上と明石上 1 1 1 
玉鬘 15 7 13 7 1 15 7 6［7］
4
［3］
雲居雁 8 1 1 7 1 1 8 1 1 7［1］ 1 ［1］
真木柱 1 1 1 
大君（宇治）と中君（宇
治） 8 3 1 5 3 1 8 3 1 8 3 1 
大君（宇治） （5 （ 4 （3 （ 4 （9 （ 5 （6 （ 5 
中君（宇治） 33 （ 5 （7 （ 5 31 1 5 33 （ 5 
浮舟 6 3 1 5 （ 1 5 4 1 6 3 1 
浮舟の母 （ 8 1 （ 8 1 1 7 1 （ 8 1 
明石上 4 1 4 1 4 1 4 ［1］
明石尼 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ［1］ 1 
空蝉 1 1 ［1］ ［1］
弁（八宮邸の侍女） 1 1 1 1 
一般女性 1 1 1 1 
横川僧都の母尼 1 1 1 1 
横川僧都の妹尼 （ （ （ （ 

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































オモホス オボス オモホス オボス
地 会 手 心 地 会 手 心 地 会 手 心 地 会 手 心
朱雀院 1 女三宮 1 
冷泉院 3 1 薫 （ 1 3 1 
今上 1 浮舟 4 1 
源氏 7 3 1 横川僧都 （ 1 
女三宮 （ 1 1 横川僧都の妹尼 1 
秋好中宮 3 1 （ 小君 1 
― 17 ―
を
た
て
て
お
ぼ
し
い
と
な
み
、
い
と
ど
心
深
う
世
の
中
を
お
ぼ
し
と
れ
る
さ
ま
に
な
り
ま
さ
り
た
ま
ふ
。〈
鈴
虫
、
一
三
〇
四
⑤
⑥
〉
　
　
○ 
な
に
こ
と
に
も
御
こ
ゝ
ろ
や
れ
る
御
あ
り
さ
ま
な
か
ら
た
ゝ
か
の
宮
す
と
こ
ろ
の
御
あ
り
さ
ま
を
お
ほ
し
や
り
つ
ゝ
御
を
こ
な
ひ
に
御
心
の
す
ゝ
み
た
る
を
人
の
ゆ
る
し
き
こ
え
給
ま
し
き
こ
と
な
れ
は
く
と
く
の
こ
と
を
た
て
ゝ
お
も
ほ
し
い
と
な
み
い
と
こ
ゝ
ろ
ふ
か
く
よ
の
中
を
お
も
ほ
し
と
れ
る
さ
ま
に
の
み
な
り
ま
さ
り
給
六
条
の
院
ゝ
ろ
こ
ゝ
ろ
に
い
そ
き
給
て
御
は
か
う
な
と
を
こ
な
せ
給
と
そ
〈
保
坂
本
〉
　
次
の
用
例
19
～
（1
は
薫
に
オ
ボ
ス
・
オ
モ
ホ
ス
の
両
方
が
適
用
さ
れ
て
お
り
一
定
し
て
い
な
い
。
用
例
19
で
は
従
者
に
親
し
み
を
感
じ
て
お
り
、
用
例
（0
で
は
浮
舟
の
存
命
を
喜
ぶ
の
で
、
２
例
と
も
対
象
に
対
す
る
好
ま
し
い
感
情
を
抱
い
て
い
る
点
で
共
通
す
る
が
、
一
方
は
オ
ボ
ス
で
あ
り
、
一
方
は
オ
モ
ホ
ス
で
あ
る
。
用
例
（1
で
は
薫
は
「
あ
れ
こ
れ
考
え
る
と
、
男
が
つ
い
て
い
る
の
か
、
と
思
う
」（
玉
上
一
九
六
八
）
と
浮
舟
に
つ
い
て
邪
推
す
る
の
で
、
用
例
（1
に
は
オ
ボ
ス
が
現
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
オ
モ
ホ
ス
が
現
れ
て
い
る
。
ま
た
、
用
例
（1
に
オ
モ
ホ
ス
が
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
用
例
19
に
も
オ
モ
ホ
ス
が
現
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
が
、
用
例
19
は
こ
の
期
待
に
は
反
し
て
い
る
。
　
　
19 
ま
た
の
日
、
こ
と
さ
ら
に
ぞ
出
だ
し
立
て
た
ま
ふ
。（
薫
が
）
睦
ま
し
く
お
ぼ
す
人
の
、
こ
と
こ
と
し
か
ら
ぬ
二
三
人
送
り
に
て
、
昔
も
常
に
遣
は
し
し
随
身
添
へ
た
ま
へ
り
。〈
夢
浮
橋
、
二
〇
六
三
③
〉
　
　
○ 
ま
た
の
ひ
こ
と
さ
ら
に
そ
い
た
し
た
て
給
む
つ
ま
し
う
お
ほ
す
人
の
こ
と
〳
〵
し
か
ら
ぬ
二
三
人
は
か
り
を
く
り
に
て
む
か
し
も
つ
ね
に
つ
か
は
し
ゝ
す
い
し
む
そ
へ
た
ま
へ
り
〈
保
坂
本
〉
　
　
（0 
（
薫
）「（
浮
舟
が
存
命
と
知
り
）
さ
は
、
ま
こ
と
に
あ
る
に
こ
そ
は
。」
と
お
ぼ
す
ほ
ど
、
夢
の
心
地
し
て
あ
さ
ま
し
け
れ
ば
、
〈
夢
浮
橋
、
二
〇
五
八
⑪
〉
　
　
○ 
さ
は
ま
こ
と
に
あ
る
に
こ
そ
と
お
も
ほ
す
ほ
と
ゆ
め
の
心
ち
し
て
あ
さ
ま
し
け
れ
は
〈
保
坂
本
〉
　
　
（1 
（
薫
）「（
浮
舟
が
返
事
を
よ
こ
さ
な
い
の
は
）
す
さ
ま
じ
く
、
な
か
な
か
な
り
。」
と
お
ぼ
す
こ
と
さ
ま
ざ
ま
に
て
、
…
〈
夢
浮
橋
、
二
〇
七
〇
⑪
〉
　
　
○
す
さ
ま
し
く
な
か
〳
〵
な
り
と
お
も
ほ
す
こ
と
さ
ま
さ
ま
に
て〈保
坂
本
〉
　
こ
の
よ
う
に
、
保
坂
本
の
鈴
虫
・
夢
浮
橋
に
お
い
て
は
、
敬
意
の
高
さ
は
〔
オ
モ
ホ
ス
≳
オ
ボ
ス
〕
で
あ
る
と
概
ね
言
い
得
る
。
そ
の
一
方
で
、〔
オ
モ
ホ
ス
≳
オ
ボ
ス
〕
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
点
も
あ
る
。
六
．
三
．
二
．
他
の
巻
に
お
け
る
オ
ボ
ス
と
オ
モ
ホ
ス
　
鈴
虫
・
夢
浮
橋
と
同
様
に
、
他
の
巻
に
お
い
て
も
、
待
遇
の
度
合
い
が
〔
オ
モ
ホ
ス
≳
オ
ボ
ス
〕
で
あ
る
と
言
い
得
る
と
こ
ろ
が
あ
る
一
方
で
、〔
オ
モ
ホ
ス
≳
オ
ボ
ス
〕
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
　
次
の
用
例
（（
は
今
上
を
待
遇
す
る
オ
ボ
シ
メ
ス
の
位
置
に
保
坂
本
で
は
オ
モ
ホ
ス
が
現
れ
る
。
用
例
（3
で
は
源
氏
に
は
オ
モ
ホ
ス
、
明
石
上
に
は
オ
ボ
ス
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
例
を
み
る
と
、
保
坂
本
で
は
〔
オ
モ
ホ
ス
≳
オ
ボ
ス
〕
と
と
ら
え
、
上
位
者
を
待
遇
す
る
た
め
に
オ
モ
ホ
ス
を
適
用
し
て
い
る
か
と
考
え
ら
れ
る
。
　
　
（（ 
朱
雀
院
の
姫
宮
を
、
六
条
の
院
に
譲
り
き
こ
え
た
ま
ひ
し
を
り
の
定
め
ど
も
な
ど
（
今
上
が
）
お
ぼ
し
め
し
い
づ
る
に
、「
…
」
な
ど
お
ぼ
し
続
け
て
、「
…
」
と
お
ぼ
し
よ
る
に
は
、
…
「
…
」
な
ど
を
り
を
り
お
― 18 ―
ぼ
し
め
し
け
り
。〈
宿
木
、
一
七
〇
三
⑧
～
一
七
〇
四
③
〉
　
　
〇 
朱
雀
院
の
ひ
め
宮
を
六
条
の
院
に
ゆ
つ
り
き
こ
え
た
ま
ひ
し
お
り
の
さ
た
め
と
も
お
も
ほ
し
い
つ
る
に
…
な
と
お
ほ
し
つ
ゝ
け
て
…
と
お
ほ
し
よ
る
に
は
…
な
と
な
ん
お
も
ほ
し
け
る
〈
保
坂
本
〉
　
　
（3 
大
堰
の
御
方
は
…
「
数
な
ら
ぬ
人
は
、
い
つ
と
な
く
ま
ぎ
ら
は
さ
む
。」
と
お
ぼ
し
て
、
神
無
月
に
な
む
渡
り
た
ま
ひ
け
る
。（
源
氏
は
）
御
し
つ
ら
ひ
、こ
と
の
あ
り
さ
ま
劣
ら
ず
し
て
、渡
し
た
て
ま
つ
り
た
ま
ふ
。
（
源
氏
は
）
姫
君
の
御
た
め
を
お
ぼ
せ
ば
、
お
ほ
か
た
の
作
法
も
、
け
ぢ
め
こ
よ
な
か
ら
ず
、
い
と
も
の
も
の
し
く
も
て
な
さ
せ
た
ま
へ
り
。
〈
少
女
、
七
一
二
⑦
～
⑨
〉
　
　
○ 
大
井
の
御
方
は
…
か
す
な
ら
ぬ
人
は
い
つ
と
も
な
く
ま
き
ら
は
さ
ん
と
お
ほ
し
て
神
無
月
に
な
ん
わ
た
り
た
ま
ひ
け
る
御
し
つ
ら
ひ
こ
と
の
あ
り
さ
ま
を
と
ら
す
し
て
わ
た
し
た
ま
ふ
ひ
め
き
み
の
御
た
め
を
お
も
ほ
せ
は
お
ほ
か
た
の
さ
ほ
う
も
こ
と
に
け
ち
め
こ
よ
な
か
ら
す
い
と
も
の
〳
〵
し
く
も
て
な
さ
せ
た
ま
へ
り
〈
保
坂
本
〉
　
し
か
し
、
オ
モ
ホ
ス
と
オ
ボ
ス
の
棲
み
分
け
が
判
然
と
し
な
い
点
も
あ
る
。
次
の
用
例
（4
・
（5
の
よ
う
に
、
オ
モ
ホ
ス
と
オ
ボ
ス
が
同
一
人
物
を
待
遇
す
る
た
め
に
近
接
し
て
現
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
る
。
直
前
に
挙
げ
た
用
例
（（
も
、
オ
モ
ホ
ス
と
オ
ボ
ス
が
近
接
し
混
在
し
て
い
る（（1
（
。
　
　
（4 
か
や
う
に
思
ひ
寄
る
ら
む
と
も
知
り
た
ま
は
で
、
の
ぼ
ら
む
こ
と
を
も
の
憂
が
る
も
心
得
ず
（
源
氏
が
）
お
ぼ
し
、
若
君
の
さ
て
つ
く
づ
く
と
も
の
し
た
ま
ふ
を
、「
後
の
世
に
人
の
言
ひ
伝
へ
む
、
今
ひ
と
き
は
人
わ
ろ
き
疵
に
や
。」
と
（
源
氏
が
）
お
も
ほ
す
に
、
…
〈
松
風
、
五
八
一
⑪
～
⑬
〉
　
　
○ 
か
や
う
に
思
よ
る
ら
ん
と
も
し
り
給
は
て
の
ほ
覧
こ
と
を
も
の
う
け
な
る
も
こ
ゝ
ろ
え
す
お
ほ
し
わ
か
き
み
の
つ
く
〳
〵
と
も
の
し
給
覧
こ
と
の
ち
の
よ
に
人
の
い
ひ
つ
た
え
ん
に
も
今
ひ
と
き
わ
人
わ
ろ
き
さ
ま
に
や
と
お
も
ほ
す
に
〈
保
坂
本
〉
　
　
（5 
人
（
＝
源
氏
）
の
さ
ま
ざ
ま
に
つ
け
て
、
女
子
か
し
づ
き
た
ま
へ
る
た
ぐ
ひ
ど
も
に
、（
内
大
臣
が
）
わ
が
お
も
ほ
す
に
し
も
か
な
は
ぬ
が
、
い
と
心
憂
く
本
意
な
く
（
内
大
臣
は
）
お
ぼ
す
な
り
け
り
。
〈
蛍
、
八
二
二
⑭
～
八
二
三
①
〉
　
　
〇 
人
の
さ
ま
〳
〵
に
つ
け
て
お
ん
な
こ
か
し
つ
き
給
へ
る
た
く
ひ
と
も
に
わ
か
お
も
ほ
す
に
し
も
か
な
は
ぬ
か
い
と
心
う
く
ほ
い
な
く
お
ほ
す
な
り
け
り
〈
保
坂
本
〉
　
源
氏
と
朱
雀
院
が
現
れ
る
次
の
用
例
（6
で
は
、
朱
雀
院
に
オ
モ
ホ
ス
、
源
氏
に
オ
ボ
ス
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
が
、
保
坂
本
で
は
源
氏
に
オ
モ
ホ
ス
、
朱
雀
院
に
は
オ
ボ
ス
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。
用
例
（7
に
は
匂
宮
と
中
君
が
現
れ
る
。
点
線
部
の
よ
う
に
匂
宮
に
対
し
最
高
敬
語
が
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
匂
宮
に
は
オ
モ
ホ
ス
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
、
中
君
に
は
オ
モ
ホ
ス
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
が
、
用
例
（7
は
こ
れ
に
反
し
て
い
る
。
　
　
（6 
（
源
氏
は
）
悲
し
く
（
涙
を
）
と
め
が
た
く
お
ぼ
さ
る
れ
ば
、
と
み
に
も
え
た
め
ら
ひ
た
ま
は
ず
。（
源
氏
）「
故
院
に
お
く
れ
た
て
ま
つ
り
し
こ
ろ
ほ
ひ
よ
り
、
…
。」
と
、
慰
め
が
た
く
お
ぼ
し
た
り
。
院
（
＝
朱
雀
院
）
も
も
の
心
細
く
お
ぼ
さ
る
る
に
、
え
心
強
か
ら
ず
、
う
ち
し
ほ
た
れ
た
ま
ひ
つ
つ
、
い
に
し
へ
今
の
御
物
語
、
い
と
弱
げ
に
聞
こ
え
さ
せ
た
ま
ひ
て
、〈
若
菜
上
、
一
〇
四
六
③
～
⑨
〉
　
　
〇 
か
な
し
く
と
ゝ
め
か
た
く
お
ほ
さ
る
れ
は
と
み
に
も
え
た
め
ら
ひ
給
は
す
こ
院
に
お
く
れ
た
て
ま
つ
り
し
こ
ろ
お
ひ
よ
り
…
と
な
く
さ
め
か
た
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く
お
も
ほ
し
た
り
院
も
物
心
ほ
そ
く
お
ほ
さ
る
ゝ
に
え
心
つ
よ
か
ら
す
う
ち
し
ほ
た
れ
た
ま
ふ
つ
ゝ
い
に
し
へ
い
ま
の
御
物
か
た
り
い
と
よ
は
け
に
き
こ
え
さ
せ
給
て
〈
保
坂
本
〉
　
　
（7 
（
中
君
は
）
か
く
つ
れ
な
き
も
の
か
ら
、
内
裏
わ
た
り
に
も
聞
こ
し
め
し
て
、
い
と
あ
し
か
る
べ
き
に
（
匂
宮
は
）
お
ぼ
し
わ
び
て
、
今
日
は
帰
ら
せ
た
ま
ひ
ぬ
。（
中
君
）「
愚
か
な
ら
ず
こ
と
の
は
を
尽
く
し
た
ま
へ
ど
、
つ
れ
な
き
は
苦
し
き
も
の
を
。」
と
ひ
と
ふ
し
を
お
ぼ
し
知
ら
せ
ま
ほ
し
く
て
、
心
と
け
ず
な
り
ぬ
。
〈
総
角
、
一
六
六
八
⑭
～
一
六
六
九
①
〉
　
　
○ 
か
く
つ
れ
な
き
も
の
か
ら
う
ち
わ
た
り
に
も
き
こ
し
め
し
つ
き
て
い
と
あ
し
か
る
へ
き
に
よ
り
お
ほ
し
わ
ひ
て
け
ふ
は
か
へ
ら
せ
給
お
ろ
か
な
ら
ぬ
こ
と
の
は
を
つ
く
し
給
へ
と
つ
れ
な
き
は
く
る
し
き
も
の
と
ひ
と
ふ
し
は
お
も
ほ
し
ゝ
ら
せ
ま
ほ
し
く
て
心
と
け
す
な
り
ぬ
〈
保
坂
本
〉
　
こ
の
よ
う
に
、
保
坂
本
で
は
、
た
し
か
に
、
オ
モ
ホ
ス
が
適
用
さ
れ
る
人
物
の
社
会
的
地
位
が
『
大
成
』・
陽
明
本
・
尾
州
家
本
に
比
し
て
や
や
高
く
、
上
位
者
に
対
し
て
適
用
し
て
い
る
と
言
え
る
用
例
も
あ
る
の
で
、
待
遇
の
度
合
い
が
〔
オ
モ
ホ
ス
≳
オ
ボ
ス
〕
で
あ
る
と
判
断
す
る
に
足
る
一
定
の
傾
向
は
見
出
せ
る
。
そ
の
一
方
で
、
社
会
的
地
位
の
上
位
・
下
位
と
オ
モ
ホ
ス
・
オ
ボ
ス
の
適
用
が
対
応
し
な
い
場
合
が
あ
り
、
鈴
虫
の
よ
う
に
上
位
者
に
対
し
て
オ
モ
ホ
ス
を
徹
底
的
に
用
い
よ
う
と
し
て
い
る
向
き
の
あ
る
巻
に
お
い
て
さ
え
オ
ボ
ス
が
混
在
す
る
場
合
が
あ
っ
て
、
そ
の
棲
み
分
け
が
判
然
と
し
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
ろ
も
あ
る
。
　
こ
の
こ
と
を
、
保
坂
本
に
お
け
る
オ
モ
ホ
ス
の
待
遇
の
度
合
い
は
オ
ボ
ス
を
上
回
る
―
つ
ま
り
、〔
オ
モ
ホ
ス
≳
オ
ボ
ス
〕
の
場
合
も
あ
り
、
同
時
に
、
オ
ボ
ス
と
同
程
度
―
つ
ま
り
、〔
オ
モ
ホ
ス
＝
オ
ボ
ス
〕
の
場
合
も
あ
る
、
と
解
釈
す
る
と
、
保
坂
本
に
お
け
る
オ
モ
フ
の
主
体
敬
語
の
体
系
は
、〔
オ
ボ
シ
メ
ス
≳
オ
モ
ホ
ス≧
オ
ボ
ス
≳
オ
モ
ヒ
給
フ
〕
と
い
っ
た
体
系
を
な
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
　
語
形
の
相
違
が
機
能
の
相
違
と
対
応
す
る
な
ら
ば
、
オ
モ
ホ
ス
と
オ
ボ
ス
に
も
相
違
（
待
遇
の
度
合
の
高
低
）
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
実
際
に
は
判
然
と
し
な
い
点
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
世
の
書
写
者
に
は
中
古
語
へ
の
理
解
が
及
ば
な
く
な
っ
て
い
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
一
方
で
、〔
オ
モ
ホ
ス
≳
オ
ボ
ス
〕
と
い
う
点
も
あ
る
の
は
、
オ
モ
ホ
ス
―
オ
ボ
ホ
ス
―
オ
ボ
ス
と
転
じ
て
成
立
し
た
と
い
う
語
形
成
の
通
説（（1
（
を
踏
ま
え
る
と
、
中
世
の
書
写
者
に
は
オ
モ
ホ
ス
が
古
形
で
あ
る
と
意
識
さ
れ
、
古
形
で
あ
る
が
ゆ
え
に
待
遇
価
値
が
高
い
と
い
う
意
識
も
ま
た
あ
っ
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
本
稿
が
考
察
対
象
と
し
た
保
坂
本
の
松
風
～
夢
浮
橋
の
36
巻
は
書
写
年
代
が
鎌
倉
時
代
を
遡
る
こ
と
の
な
い
『
源
氏
物
語
』
の
諸
写
本
の
な
か
で
も
古
い
も
の
に
属
す
る
。
た
だ
し
、
書
写
年
代
が
古
く
と
も
、
そ
の
本
文
の
中
に
は
中
古
の
規
範
的
な
語
彙
語
法
か
ら
は
逸
脱
し
た
、
書
写
年
代
当
時
の
そ
れ
が
現
れ
る
場
合
が
あ
る（（1
（
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
保
坂
本
の
オ
モ
ホ
ス
の
有
り
様
が
〔
オ
モ
ホ
ス
≳
オ
ボ
ス
〕
で
も
あ
り
〔
オ
モ
ホ
ス
＝
オ
ボ
ス
〕
で
も
あ
っ
て
一
定
し
な
い
の
は
、
中
古
語
へ
の
理
解
の
及
ば
な
く
な
っ
た
中
世
の
書
写
者
に
よ
る
、
中
古
語
の
規
範
か
ら
の
逸
脱
の
一
面
で
あ
り
、
当
代
の
言
語
意
識
の
反
映
の
一
面
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
　
以
上
、
保
坂
本
の
鎌
倉
期
書
写
36
巻
に
見
ら
れ
る
オ
モ
ホ
ス
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本
稿
で
述
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
― （0 ―
　
一 
、
保
坂
本
に
は
、『
大
成
』・
陽
明
本
・
尾
州
家
本
に
比
し
て
オ
モ
ホ
ス
の
用
例
が
多
い
。
殊
に
、
鈴
虫
・
夢
浮
橋
に
多
く
現
れ
る
。
　
二 
、
陽
明
本
の
朝
顔
に
も
オ
モ
ホ
ス
の
用
例
が
多
い
。
別
本
で
あ
る
保
坂
本
と
陽
明
本
に
は
オ
モ
ホ
ス
の
用
例
が
多
い
巻
が
あ
る
と
考
え
得
る
。
　
三 
、
保
坂
本
の
オ
モ
ホ
ス
と
オ
ボ
ス
、『
大
成
』
の
オ
モ
ホ
ス
と
オ
ボ
ス
に
は
異
同
が
多
数
あ
り
、
保
坂
本
と
『
大
成
』
と
で
は
オ
モ
ホ
ス
が
現
れ
る
位
置
は
相
当
に
異
な
る
。
　
四 
、『
大
成
』・
保
坂
本
・
陽
明
本
・
尾
州
家
本
に
お
い
て
オ
モ
ホ
ス
が
適
用
さ
れ
る
人
物
の
社
会
的
地
位
は
、保
坂
本
の
地
の
文
に
お
い
て
は『
大
成
』・
陽
明
本
・
尾
州
家
本
に
比
し
て
や
や
高
い
の
で
、
保
坂
本
に
お
け
る
オ
モ
ホ
ス
の
待
遇
の
度
合
い
は
オ
ボ
ス
よ
り
も
高
い
と
考
え
得
る
。
　
五 
、
保
坂
本
で
は
、
社
会
的
地
位
の
上
下
と
オ
モ
ホ
ス
・
オ
ボ
ス
の
適
用
が
対
応
し
な
い
用
例
も
散
見
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
保
坂
本
に
お
け
る
オ
モ
ホ
ス
の
待
遇
の
度
合
は
オ
ボ
ス
を
上
回
る
こ
と
も
あ
り
同
程
度
の
場
合
も
あ
る
の
だ
と
解
釈
す
る
と
、
保
坂
本
の
オ
モ
フ
の
主
体
敬
語
は
〔
オ
ボ
シ
メ
ス
≳
オ
モ
ホ
ス≧
オ
ボ
ス
≳
オ
モ
ヒ
給
フ
〕
と
い
っ
た
体
系
を
な
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
参
考
文
献
阿
部 
秋
生
（
一
九
七
九
）「
解
説
」『
陽
明
叢
書
国
書
篇
第
十
六
輯　
源
氏
物
語
　
一
』
思
文
閣
出
版
伊
井 
春
樹
（
一
九
九
七
）「
保
坂
本
源
氏
物
語
解
題
」（
伊
井
春
樹
編
（
一
九
九
七
）『
保
坂
本
源
氏
物
語　
第
十
二
巻
・
別
冊
二
』
お
う
ふ
う 
収
録
）
―
― 
―
―
（
一
九
九
九
）『
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版 
角
川
古
典
大
観 
源
氏
物
語
』
角
川
書
店
池
田
亀
鑑
（
一
九
五
六
）『
源
氏
物
語
大
成　
研
究
資
料
編
』
中
央
公
論
社
大
久
保
一
男
（
一
九
九
五
）『
源
氏
物
語
の
敬
語
法
』
お
う
ふ
う
大
津
有
一
（
一
九
六
〇
）「
諸
本
解
題
」『
源
氏
物
語
事
典 
下
巻
』
東
京
堂
岡
嶌
偉
久
子
（
二
〇
一
〇
）『
源
氏
物
語
写
本
の
書
誌
学
的
研
究
』
お
う
ふ
う
神
田 
久
義
（
二
〇
一
五
）「「
桐
壺
」
に
お
け
る
「
お
も
ほ
す
」
と
「
お
ぼ
す
」
の
使
用
実
態
」
豊
島
秀
範
編
、
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
２
０
１
４
年
度
研
究
成
果
報
告
書
『
源
氏
物
語
本
文
の
デ
ー
タ
化
と
新
提
言　
第
４
号
』
國
學
院
大
學
文
学
部
豊
島
秀
範
研
究
室
発
行
国
文 
学
研
究
資
料
館
電
子
資
料
館『
日
本
古
典
文
学
大
系
本
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
http://base1.nijl.ac.jp/~nkbthdb/
国
立 
国
語
研
究
所
コ
ー
パ
ス
検
索
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
「
中
納
言　
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス CH
J
」https://chunagon.ninjal.ac.jp/chj/search
竹
部 
歩
美
（
二
〇
一
五
）「
国
宝
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
詞
書
の
仮
名
表
記
に
つ
い
て
―
読
解
上
の
問
題
点
と
変
体
仮
名
の
運
用
―
」『
言
語
の
研
究
』
一
―
― 
―
―
（
二
〇
一
六
）『
国
宝
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
詞
書
の
語
法
小
考
―
『
源
氏
物
語
』
と
の
比
較
か
ら
―
』『
国
語
研
究
』
七
九
―
― 
―
―
（
二
〇
一
八
）「
国
冬
本
『
源
氏
物
語
』
に
見
ら
れ
る
使
役
と
尊
敬
の
サ
ス
―
サ
変
動
詞
ス
＋
助
動
詞
サ
ス
に
相
当
す
る
サ
ス
に
つ
い
て
―
」
『
言
語
の
研
究
』
四
―
― 
―
―
（
二
〇
一
九
ａ
）「
伝
西
行
筆
『
源
氏
物
語
』
竹
河
に
見
ら
れ
る
語
法
小
考
」『
国
語
研
究
』
八
二
―
― 
―
―
（
二
〇
一
九
ｂ
）「『
源
氏
物
語
』
諸
写
本
に
見
ら
れ
る
助
動
詞
ム
ズ
」
『
言
語
の
研
究
』
五
―
― 
―
―
（
二
〇
二
〇
）「
保
坂
本
『
源
氏
物
語
』
と
穂
久
邇
本
『
源
氏
物
語
』
― （1 ―
の
本
文
―
酷
似
す
る
横
笛
と
鈴
虫
の
本
文
に
つ
い
て
―
」『
国
際
関
係
・
比
較
文
化
研
究
』
一
八
―
二
玉
上 
琢
彌（
一
九
五
二
）「
敬
語
の
文
学
的
考
察
」『
国
語
国
文
』二
一
―
二（
玉
上
琢
彌
（
一
九
六
六
）『
源
氏
物
語
評
釈　
別
巻
一
』
角
川
書
店 
収
録
）
―
―
―
―
（
一
九
六
八
）『
源
氏
物
語
評
釈　
第
十
二
巻
』
角
川
書
店
築
島
裕
（
二
〇
〇
〇
）「
訓
点
資
料
の
「
オ
ボ
シ
メ
ス
」『
む
ら
さ
き
』
三
七
築
島 
裕
編
集
代
表
（
二
〇
一
一
）『
古
語
大
鑑　
第
１
巻
［
あ
～
お
］』
東
京
大
学
出
版
会
豊
島 
秀
範
（
二
〇
一
五
）「『
源
氏
物
語
』
空
蝉
巻
の
本
文
―
「
お
も
ほ
す
」「
お
ぼ
す
」
の
用
例
を
中
心
に
―
」『
む
ら
さ
き
』
五
二
中
田 
祝
夫
・
和
田
利
政
・
北
原
保
雄
編
（
一
九
九
三
）『
古
語
大
辞
典
』
小
学
館
中
村 
一
夫
（
一
九
五
五
）「
平
安
和
文
に
お
け
る
『
お
ぼ
し
め
す
』
の
表
現
価
値
―
源
氏
物
語
を
中
心
に
し
て
―
」『
樟
蔭
国
文
学
』
三
二
（
中
村
一
夫
（
二
〇
〇
四
）『
源
氏
物
語
の
本
文
と
表
現
』
お
う
ふ
う 
収
録
）
中
村 
幸
弘
・
大
久
保
一
男
・
碁
石
雅
利
（
二
〇
〇
二
）『
古
典
敬
語
詳
説
』
右
文
書
院
根
来 
司
（
一
九
九
一
）『
源
氏
物
語
の
敬
語
法
』
明
治
書
院
林
田 
孝
和
・
原
岡
文
子
ほ
か
編
（
二
〇
〇
二
）『
源
氏
物
語
辞
典
』
大
和
書
房
松
尾 
拾
（
一
九
六
〇
）「「
思
す
」
及
び
そ
の
類
語
の
発
生
と
展
開
」『
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
五
―
二
山
本 
敦
子
（
一
九
八
〇
）「「
お
も
ほ
す
」
に
つ
い
て
の
考
察
」『
た
ま
ゆ
ら
』
一
一
渡
辺 
英
二
（
一
九
七
四
）「
地
の
文
に
お
け
る
尊
敬
表
現
―
源
氏
物
語
の
敬
語
の
用
法
―
」『
富
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
二
二
―
― 
―
―
（
一
九
七
五
）「
会
話
文
に
お
け
る
尊
敬
表
現
―
源
氏
物
語
の
敬
語
の
用
法
―
」『
富
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
二
三
―
― 
―
―
（
一
九
七
八
）「
光
源
氏
の
待
遇
表
現
―
源
氏
物
語
玉
鬘
系
地
の
文
の
尊
敬
表
現
―
」『
国
語
国
文
研
究
』
五
九
注（
１
） 
池
田
本
・
御
物
本
・
国
冬
本
・
為
氏
本（
日
本
大
学
蔵
、
旧
大
島
雅
太
郎
蔵
。
伝
二
条
為
氏
筆
。『
大
成
』
の
青
表
紙
本「
島
」）・
俊
成
本
（
天
理
大
学
附
属
図
書
館
蔵
。
伝
藤
原
俊
成
筆
。『
大
成
』
の
河
内
本
「
俊
」）・
中
山
本（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
・
中
山
家
旧
蔵
本
）・
尾
州
家
本
・
伏
見
天
皇
本
・
穂
久
邇
本
・
保
坂
本
・
陽
明
本
・
国
宝
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
詞
書
の
鈴
虫
を
見
る
と
、
そ
の
用
例
数
は
右
表
の
よ
う
に
な
り
、
明
ら
か
に
保
坂
本
と
穂
久
邇
本
に
オ
モ
ホ
ス
が
多
い
の
で
あ
る
。
穂
久
邇
本
の
鈴
虫
の
本
文
は
保
坂
本
の
鈴
虫
の
本
文
に
酷
似
す
る（
竹
部
二
〇
二
〇
）た
め
、
オ
モ
ホ
ス
が
多
く
見
ら
れ
る
。
な
お
、
穂
久
邇
本
に
つ
い
て
は
本
稿
の
調
査
対
象
と
は
し
な
い
。
（
２
） 
便
宜
的
に
（
帖
で
は
な
く
）
巻
と
呼
ぶ
。
鈴虫のオボスとオモホスの用例数
オボス オモホス
青表紙本
池田 （0 3
為氏 （0 3
伏見 （1 （
河内本
御物 （0 4
俊成 （0 3
尾州 （0 4
別本
国冬 （1 5
中山 （1 1
陽明 （（ 1
絵巻詞書 1 1
穂久邇 9 18
保坂 7 （0
― （（ ―
（
３
） 
36
巻
の
書
写
者
と
し
て
、
冷
泉
為
相
（
藤
袴
・
竹
河
）、
慈
鎮
（
薄
雲
・
初
音
・
椎
本
・
早
蕨
・
蜻
蛉
・
手
習
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
伊
井
一
九
九
七
）が
、「
慈
鎮
・
為
相
の
ほ
か
は
お
お
む
ね
鑑
定
を
欠
く
」（
大
津
一
九
六
〇
）
と
さ
れ
る
。
（
４
） 
阿マ
マ仏
（
幻
）、
九
条
教
家
（
鈴
虫
・
早
蕨
）、
九
条
教
実
（
行
幸
）、
九
条
通
家
（
夕
霧
）、
後
京
極
良
経
（
蛍
）、
越
部
局
（
梅
枝
）、
後
深
草
院
（
篝
火
）、
西
園
寺
公
経
（
胡
蝶
・
常
夏
・
御
法
・
東
屋
・
手
習
）、
三
条
公
房
（
少
女
）、
三
条
実
任
（
若
菜
下
）、
為マ
マ家
（
宿
木
）、
慈
鎮
（
朝
顔
）、
二
条
為
明
（
玉
鬘
・
真
木
柱
・
藤
裏
葉
）、
二
条
為
定
（
総
角
・
蜻
蛉
）、
二
条
為
世
（
薄
雲
）、
冷
泉
為
相
（
松
風
・
若
菜
上
・
柏
木
・
横
笛
・
紅
梅
・
竹
河
）。
以
上
、
阿
部
（
一
九
六
七
）
に
拠
る
。
（
５
） 
各
本
と
各
巻
の
書
写
者
と
各
本
・
各
巻
の
語
彙
語
法
の
特
徴
の
一
致
・
不
一
致
に
も
着
目
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
本
稿
が
殊
に
注
目
し
て
い
る
保
坂
本
の
書
写
者
が
不
明
で
あ
る（
注
３
）た
め
、
本
稿
で
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
こ
と
と
す
る
。
（
６
） 
陽
明
本
の
オ
ボ
ス
の
用
例
が
『
大
成
』・
尾
州
家
本
に
比
し
て
や
や
少
な
い
の
は
、朝
顔
の
巻
に
お
け
る
オ
ボ
ス
の
少
な
さ
に
因
る
と
言
え
る
。
（
７
） 『
大
成
』
の
空
蝉
の
底
本
は
大
島
本
で
あ
る
。
（
８
） 
も
ち
ろ
ん
、
陽
明
本
の
、
本
稿
の
考
察
対
象
外
の
巻
の
調
査
を
実
施
し
た
の
ち
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
い
こ
と
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
（
９
） 
今
回
の
調
査
で
は
「
思
ひ
き
こ
え
た
ま
ふ
」
の
よ
う
な
二
方
向
敬
語
も
「
他
の
敬
語
」
と
し
て
扱
う
。
（
10
） 
他
の
３
例
は〈
柏
木
、一
二
四
〇
②
〉・〈
柏
木
、一
二
六
三
⑫
〉・〈
鈴
虫
、
一
二
九
三
⑧
〉
で
あ
る
。
（
11
） 
こ
の
こ
と
か
ら
、
底
本
を
大
島
本
と
す
る
『
日
本
古
典
文
学
全
集
』
を
資
料
と
し
た
調
査
か
ら
主
体
が
対
象
に
強
く
深
い
思
い
を
抱
く
こ
と
を
オ
モ
ホ
ス
は
表
す
の
だ
と
し
た
山
本
（
一
九
八
〇
）
の
説
は
、
少
な
く
と
も
、
本
稿
の
調
査
範
囲
内
に
現
れ
た
保
坂
本
の
オ
モ
ホ
ス
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
（
1（
） 
残
る
３
例
（
保
坂
本
の
宇
治
十
帖
の
オ
ボ
シ
メ
ス
３
例
）
は
会
話
文
に
現
れ
る
。
待
遇
の
対
象
は
、
今
上
・
大
君
・
浮
舟
で
あ
る
。
（
13
） 
つ
ま
り
、
特
定
の
表
現
形
式
が
保
坂
本
の
宇
治
十
帖
に
お
い
て
オ
ボ
シ
メ
ス
の
代
替
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
言
え
る
。
（
14
） 
オ
ボ
シ
メ
ス
の
項
目
の
「
語
誌
」
に
拠
る
。
小
林
賢
次
氏
執
筆
担
当
。
（
15
） 「
本
来
の
身
分
が
あ
ま
り
高
く
な
い
者
や
現
在
落
ち
ぶ
れ
て
い
る
者
に
」
対
す
る
適
用
例
が
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
、「
お
ぼ
す
」
の
敬
意
は
「
お
も
ほ
す
」
の
敬
意
よ
り
も
い
く
ぶ
ん
低
い
の
で
は
な
い
か
」
と
す
る
。
（
16
） 
注
14
。
（
17
） 「
地
の
文
と
限
っ
て
も
敬
語
は
一
定
不
変
の
法
則
に
従
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」（
玉
上
一
九
五
二
）
こ
と
に
因
る
の
で
あ
ろ
う
と
は
考
え
る
が
、
す
る
と
何
故
、
鈴
虫
と
夢
浮
橋
の
よ
う
に
、
言
わ
ば
「
一
定
不
変
の
法
則
に
従
っ
て
」
オ
モ
ホ
ス
を
適
用
す
る
巻
が
あ
る
の
か
が
、
や
は
り
、
疑
問
と
な
る
の
で
あ
る
。
（
18
） 『
古
語
大
辞
典
』（
小
学
館
）
の
オ
ボ
ス
の
項
目
の
「
語
誌
」
に
拠
る
。
森
昇
一
氏
執
筆
担
当
。
（
19
） 
竹
部（
二
〇
一
五
）・
同（
二
〇
一
六
）・
同（
二
〇
一
八
）・
同（
二
〇
一
九
ａ
）・
同
（
二
〇
一
九
ｂ
）。
謝
辞
　
 
本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
本
誌
査
読
委
員
の
方
々
か
ら
多
く
の
御
教
示
を
賜
っ
― （3 ―
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
あ
げ
る
。
付
記
　
 
本
稿
は
平
成
二
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
）
に
よ
る
研
究
課
題
「『
源
氏
物
語
』
写
本
と
の
比
較
か
ら
見
た
国
宝
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
詞
書
の
日
本
語
学
的
研
究
」（
課
題
番
号
16K
0（731
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
（
た
け
べ
・
あ
ゆ
み　
静
岡
県
立
大
学
）
